
1-5●あなたに会うたび思うこと  
 

あなたに 会う度 思うことは 

おだやかな笑顔の 温かさ 

どんなに生きたら そんな風に 

やさしさ 溢れる 人になれるの 

 

 もしかしたら あなたは 幼い頃から 

大切に 大切に 育てられて 

体いっぱいに優しさを 詰め込んで来たの 

だから優しくできるんだって 思ってしまう 

 

でも空だって いつでも 晴れてる訳じゃないよね 

雨の日や嵐の日も あった筈 

だのにそんなにおだやかな 笑顔でいられるのは なぜ 

 その秘密を僕にも 教えてほしいよ 

     

優しくなりたい でも 優しくできないよ 

そんな自分が 嫌になる 

誰からもいい人と 言われたいけれど    

誰でも 好きには なれないよ 

こんな自分に あなたの笑顔は まぶしすぎるよ 

 

(間奏 ) 

 

あなたの 眼差しに 見つけたものは 

すべてを乗り越えた やわらかさ 

平らな 心と  大きな愛と 

誰もの 幸せを 願う 真心 

    

今日もまた どこかで 誰かが泣いてる 

耳を澄ましていないと 聞こえないけれど 

今日も遠くの町から 悲鳴が聞こえる 

誰か 誰か助けてと 叫んでいる 

                  

町は今日もざわめきの中 忙しく動きつづけて 

泣き声も悲鳴も 押し流してゆく 

一人の力は小さすぎる 町も国も 大きすぎる 

だから耳をふさいで足早に通り過ぎる この僕も 

 

優しくなりたい でも 何にも できないよ 

そんな自分が 嫌になる 

みんなが幸せになればいい でも自分の幸せが先だから 

気にしながらも 立ち止まったまま 

こんな自分にあなたの瞳は まぶしすぎるよ …… 

        



優しくはできるけれど 誉められたいだけなんだ 

優しい人みたいに 見せかけてるんだ 

嫌われたくない好かれたい 仲間はずれにはなりたくない 

独りにはなりたくない 愛されたいだけなんだ 

 

こんな自分でも いつかは誰かの 役に立ちたいと思う 

すぐそばのあの人の 笑顔守るために 何か出来ればと思う 

こんな自分でも あなたみたいに 優しくなれるだろうか 

あーあーあ あーあーあ   あーあー 

 


